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( 1月末現在〉 前月比
人口 56，494(+93) 

(一川(叩29，225 (+56) 
』世帯数 13，440 (十23)
出生 79 転入 322

死亡 43 転出 265
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」
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い

富ノ原郷と抗出制馬場先に、企業誘致条例によって、大村に鵠

してきた2つの工場の建設が急ピッチで進んでいます。 1つは計画

通り本格操業に入れば約 500名の従業員が必要といわれる共立ハド

ソン株式会社。もう lつは、現在

日産1.400個のゴシクリートブロ

ックを作る日本ゴンクリ→ト株式

会社です。

いずれも今年4月には本格的操業

を始める予定です。

O 

【写真=工事を急ぐ共立

ハドソン株式会社】急ピッチ企業誘致の工場建設

J々
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【写真=試単操業に入った目本

コンクリート株式会社】
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三
月
の
こ
と
を
和
名
で
「
や
よ
い
」

と
い
い
ま
す
。
「
や
よ
い
」
は
「
い
や

よ
い
」
(
弥
生
)
か
ら
転
化
し
た
こ
と

ば
で
、
旧
歴
三
月
に
な
る
と
す
べ
て

の
草
木
が
春
の
陽
気
に
め
ぐ
ま
れ
て

ど
ん
ど
ん
育
つ
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
わ
た
く
し

た
ち
日
本
人
に
は
、
た
い
へ
ん
親
し

ま
れ
て
い
る
和
名
の
一
つ
と
い
え
ま

1
レ
ょ
、
フ
。

し
か
し
、
太
陽
歴
の
三
月
は
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日

h
あ
り
、
時
に
は
雪

な
ど
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
い

っ
て
も
や
は
り
三
月
で
す
。
そ
よ
そ

よ
と
東
風
が
吹
き
始
め
、
気
分
も
何

と
な
く
う
き
う
き
し
て
く
る
も
の
で

す。
寒
い
地
方
は
別
と
し
て
、
梅
や
桃

の
花
も
咲
き
そ
ろ
い
や
が
え
、
桜
の

花
の
季
節
を
迎
え
る
の
も
あ
と
わ
ず

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

英
語
で
は
三
月
を

B
P
R
R進
む
)
と

い
い
、
和
名
の
「
や
よ
い
」
と
何
か
相

通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ょ
っ
で
す
。

エト* コた)~ エ〉エト{;:r ポf大へτ4 hu-
六F1ミ大大大



り大村市政だよ昭和3:~年 4 J:j22日第三種郵便物認可
官?園田曹司朝団 圃E 園田園E 圃圃阻

昭和42年3月1日
置置置.-::

-ー 司F

(2) 

2
月
m
A
日

1
3月
日
日

春
の
火
災
予
防
運
動

不
注
意
ゃ
、
火
の
不
始
末
が

大
火
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち

一
人

一
人
が
、

火
に
対
す
る
注
意
十
今
‘
活
の

中
に
と
り
入
れ
ゐ
ょ
う
心
掛

け
ま
し

ょ
う。

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

十
三
日
ま
で
の
二
週
間
、
全

国
い
っ
せ
い
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す

、

三
月
は
、
気
象
的
に
み
て

平
穏
な
月
と
は
い
え
ま
せ
ん

春
に
は
よ
く
大
風
ず
吹
き

ま
す
1

風
が
強
い
と
小
さ
な

ボ
ヤ
で
も
大
火
に
発
展
し
て

し
ま
い
ま
す
。

火
災
の
原
因
を
見
で
み

る

と
私
た
ち
の
わ
ょ
っ
と
し
た

こ
と
し
の
重
.
点
同
標
川
、

家
庭
内
の
火
災
予
防
、
学
校

病
院
等
の
火
災
予
防
を
ふ
げ

て
い
ま
す
。

た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
、
寝

る
前
の
火
元
点
検

ι
け
十
分

お
し
ら
せ
コ

地
主
報
償
金
の

請
求
は
済
み
ま
し
た
か

すす収
。るさ 農

給 J'1:地
付た改
金農革
が地 に
支のよ
給地り
さ主国
れにに

ま対 買

こ
の
農
地
被
買
収
者
給
付

金
の
請
求
期
限
は
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
請
求
も
れ
の
な
い
よ

う
に
早
め
に
請
求
し
て
く
だ

ー

ナ

i

さ
い
。
請
求
書
類
は
農
業
委

員
会
で
受
け
付
け
て
い

壬
す

立
お
、
地
主
報
償
金
給
付

金
請
求
に
と
も
な
っ
て
発
行

さ
れ
る
国
庫
債
券
を
担
保
心

十
万
円
を
限
度
と
し
て
事
業

資
金
の
貸
出
し
が
開
始
さ
れ

ま
心
た
。
主
た
、
性
活
困
窮

者
を
対
象
に
国
庫
債
券
の
買

上
償
還
h
開
始
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

気
を
つ
け
ま

1υ

ょ
λ
ノ
。

〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

ヤ
三
月
七
日
、

年
前
八
時

十

五

秒

二

回

マ
三
川
七
日
か
ら

一一一月
十
三
日
ま

で

午

後

八

時

一
分
間

一
回

× 

× 
交通教室

事故の9割
までが横着心

A
幽

「
ど
ク
じ
て
事
故
が
起
き

た
の
だ
ろ
弓
:
;
:
?
」
「
相
手

が
悪
か
っ
た
の
だ
-
:
:
:
」
と

罪
を
他
人
着
せ
る
前
に
事
故

、、J

F 

の

一
歩
手
前
で
自
分
は
ど
う

だ
つ
た
か
と
反
省
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
必
ず
思
い
あ
た
る

こ
と
が
あ
ヤ
に
違

い
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
グ

こ
れ
く
ら
い

の
こ
と
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
μ

と
い
う
横
着
な
気
持
が
事
故

の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
相
手
が
こ
う
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
、

横
着

に
か
ま
え
て
、
自
分
の
や
る

べ
き
こ
と
を
や
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
、
事
故
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば

J 
〆， 

白 球を bっ
一 市民卓球大会一

ヰァ2回目の市民卓球大会が、大村工業高等学校の体

育舘で2月19日開かれました。会場には一般市民、
高校生、 中学生など約150名、団体13チームが集ま

り熱戦を展開しました。

〔成績〕 団体=1位松尾商庖チーム。 2位大村部隊

チーム。

個人優勝=木下富美(中女〉 北村澄秀(中男〉浜崎

登美子(高女〉山口栄一 (高男〉佐野恵美子〈一般

女〉近藤長俊〈一般男〉

て

①
こ
れ
く
ら
い
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思

つ-て
先
に
行
く
車

に
接
近
し
す
ぎ
て
い
た
。

②
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
横
着
に
か
ま
え
て
徐
行
を

怠
り
、
ブ

レ
ー
キ
が
間
に
あ

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

③
こ
れ
く
ら
い
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思

っ
て

ス
ピ
ー
ド
を

出
し
過
ぎ
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
そ

こ
ね
た
。

④
ち
ょ
っ
と
無
理
な
よ
う
だ

が
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て

追
越
し
を
か
け
た
。

⑤
こ
う
し
な
さ
い
と
い
う
警

¥ 

戒
標
識
は
あ
る
が
、
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
思
っ

て
こ
れ
を
無

、
視
し
た
。

⑥
信
号
が
も
う
青
に
変
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
徐
行
し
な

い

で
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
。

⑦
あ
の
子
は
飛
び
出
す
よ
う

な
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思

っ

て
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
ず
、

そ
の
そ
ば
を
通
り
抜
け
よ
う

と
し
た
。

⑨
じ
ぷ
ん
の
車
の
性
能
を
過

信
し
て
無
理
な
運
転
を
し
た

⑨
だ
れ
も
い
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ

て
、
う
し
ろ
を
確
認
し

な
い
で
パ
ッ
ク
し
た
。

、
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転
手
の
調
査
を
三
月
末
け
現

在
で
行
な
っ
て
↑
い
ま
す
ο

該

当
さ
れ
る
方
は
地
区
の
交
通

安
全
協
会
員
か
、
警
察
署
内

の
交
通
安
全
協
会

ι?)
沌
絡

く
だ
さ
い
。

マ
該
当
者

一
三
月

の
母
子
検
診
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出
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、

マ

百

時

一

U以
十

f
L山

口
い

i
/
比

u
r
与し

一
竹

今

三

鈴

黒

萱

松

荒

す
の
で
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て

ご
来
聴
く
だ

さ
い

マ
期
日
と
時
間

三
月
十
一
日

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

マ

会

場

中

央

公

民

舘

マ
講
師
元
欧
ア
局
長
・
元

チ
リ
!
大
使
金
山
政
英
氏

マ
講
演
内
容
最
近
の
国
際

情
勢
に
つ
い

て

無
縁
墓
地
の
改
葬

所
在
地
金
沢
市
大
野
町
四

丁

目

大

野

墓

地

届
出
先
金
沢
市
大
野
町
新

設

金

沢

市

大

野

墓

地

届
出
期
日
三
月
二
十
日

所

在

地

兵

庫

県

芦

屋
市
岩

園

町

岩

園

共

同

墓

地

窟
出
先
芦
屋
市
朝
日
ケ
丘

芦
屋
市
霊
園

届
出
期
日
三
月
三
十
一
日

昭和42年3耳1日

年十大
事長以冗型(言
故山上年特交
で 24無、殊当
あ古事二円、乙
つ 故ト勤
た五で付車大
人年あ、を型
以つ二運 、

上た卜転音
無ノ¥ TLし i昌

調
時物
宅
使

冨
郵

匝

種

盟
三

E

第

圏
日

置
幻
盤
優
良
無
事
故
運
転
者
を

日

誼

誤

べ

て

い

ま

す

桝

E

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

軒
艶
万
表
彰
す
る
無
事
故
優
良
運

婦
人
と
電
気
の
会
員
募
集

豊
か

で
楽
し
い
文
化
生
活

を
行
な
う
に
は
、
電
気
に
つ

い
て
の
知
識
が
必
要
で
す
。

九
電
で
は
、
電
気
知
識
の

普
及
の
た
め
、
婦
人
と
電
気

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
申
込
み
〈
だ
さ
い
。

申
込
期
日
三
月
十
五
日

申
込
先
九
電
大
村
営
業
所

対

象

一

般

家

庭

婦

人

会

費

い

り

ま

せ

ん

外
務
省
の
時
局
講
演
会

外
務
省
の
主
催
に
よ
る
時

局
講
演
会
を
開
催
い
た
じ
ま

マ
締
切
〔
県
の
部
〕

〔
市
の
部
〕

月月

一十
日臼

③ 

マ
受
験
手
続

願
書
な
ど
の
提
出
書
類
を

三
月
こ
十
日
ま
で
に
、
東
京

都
目
黒
区
上
目
黒
七
l

一0

0
0建
設
省
国
土
地
理
院
総

務
課
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

国
庫
債
券
の
買
上
げ

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
国
庫
債
券
の
買
上

償
還
申
込
み
受
付
を
行
な
い

ま
す
。

マ
対
象
者
生
活
保
護
受
給

者
文
は
生
活
に
困
っ
て
お

ら
れ
る
か
た

マ
買
上
償
還
額
十
万
円

マ
受
付
三
月
四
日
よ
り
三

月
十
日
ま
で
の
あ
い
だ
、

福
祉
事
務
所
で
受
付
け
ま

す。

り

E大村湾】
周囲約180キロ、西海橋を入口にした
この大村湾は真珠の養殖に適 し四季を通

じて釣天狗でにぎわう。湾内Jこは箕島、

臼島などの大小さまざまの島カミ点在し、

その美しさてはー幅の絵画である O と材、

讃されている。

昭和41年1月大村湾県立公園と して

指定された。

大村市政だよ

ころどころ

測
量
士
測
量
士
補
試
験

測
量
法
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
国
家
試
験
で
、
合
格
す

れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

マ
試
験
日

測
量
士
試
験
・
測
量
士
補

試
験
い
ず
れ
も
六
月
四
日
で

す。

市内と

課
にく
おわ
たし
ずい
ねこ
くと
だは
さ市
い土
。木

(3) 



(4) 大村市政だより
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3月中の当番医
【5日】 貞松整形外科
野口内科桝本産婦人科

楠本眼科 出口小児科

【12日】寺井内科朝長
産婦人科長崎内科東

内科今回内科

K19日】南野内科目崎
外科橋口内科後藤産

婦人科上田内科

【26日】 長野産婦人科

松永内科渡辺外科海江

田耳鼻咽喉科沢田内科

市
県
民
税
一
の
申
告
ば

…
三
月
一
十
五
日
ま
で
に

市
県
民
税
の
申
告
書
用
紙

は
、
す
で
に
町
務
連
絡
員
の

方
を
通
じ
て
送
付
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
三
月
十
五
日
ま

で
に
お
忘
れ
な
く
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
を
し
な
け

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
控
除
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

国
税
・
県
税
・
市
税
の

共
同
納
税
申
告
相
談

国
税
と
県
税
市
税
の
納
税

申
告
相
談
が
次
u

の
日
程
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
申
告
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
こ

の
相
談
日
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し

必
ず
期
限
内
に
申
告
す
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

市
か
ら
送
付
し
た
申
告
書

用
紙
に
は
整
理
番
号
が
記
入

し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
番
号

の
記
入
し
た
申
告
書
用
紙
で

申
告
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は

す
で
に
確
定
申
告
書
用
紙
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
申

告
書
が
こ
な
い
方
で
も
、
島
所

得
税
の
確
定
申
告
の
こ
と
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
期
日
三
月
四
日
・
六
日

七
日
・
八
日
・
十
日
・
十
一
日

マ
時
間
い
ず
れ
の
日
も
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で

マ
場
所

大
村
市
役
所

3
月

1
日
か
ら

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
始
ま
り
ま

昭
和
四
十
二
年
度
の
固
定

資
産
(
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
)
の
価
格
と
課
税
標
準

額
(
土
地
の
み
)
を
決
定
し

た
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を

つ
ぎ
の
と
お
り
み
な
さ
ん
の

・

縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
関

係
者
は
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い

マ
日
時
三
月
一
日
か
ら
、

三
月
二
十
日
ま
で

マ
場
所
市
役
所
課
税
課

な
お
、
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
と

課
税
標
準
額
に
不
服
の
あ
る

場
合
は
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
文
書

で
審
査
の
申
出
売
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
基
準
年
度
(
昭

和
三
十
九
年
度
)
の
価
格
を

【
清
和
国
に
寄
付
】

マ
諏
訪
町
井
上
時
男
、
み
か

ん
十
五
キ
ロ
ム
札
ノ
町
高
松

玄
治
、
餅
十
キ
ロ
、
み
か
ん

十
一
キ
ロ
ム
蔦
川
内
高
木

隆
虎
、
餅
七
キ
ロ
、
み
か
ん

十
五
キ
ロ
ム
市
立
病
院
三

病
棟
看
護
婦
一
同
、
砂
糖
二

十
一
キ
ロ
ム
福
重
婦
人
会

白
米
十
キ
ロ
、
餅
五
十
八
キ

ロ
ム
市
社
会
福
祉
協
議
会

三
千
二
百
円
ム
水
田
老
人

会
、
餅
七
キ
ロ
、
タ
オ
ル
二

十
六
枚
、
チ
リ
紙
二
〆

・
ム

彼
杵
町
婦
人
会
、
餅
二
十
七

キ
ロ
ム
池
田
町
滝
本
辰
雄

衣
類
四
点
ム
千
綿
婦
人
会

餅
四
十
四
キ
ロ
、
菓
子
一
、

五
キ
ロ
ム
西
大
村
婦
人
会

チ
リ
紙
三
十
包
、
石
け
ん
三

十
個
ム
中
央
婦
人
会
、
七

千
百
三
十
円
、
チ
リ
紙
若
干

ム
松
原
婦
人
会
、
み
か
ん
七

キ
ロ
、
三
千
二
百
円
ム
本

経
寺
、
餅
四
十
八
キ
ロ
ム

み
か
ん
八
キ
ロ
ム
水
田
町

子
供
会
、
千
九
百
四
十
円
、

餅
七
、
五
キ
ロ
ム
日
本
専

売
公
社
大
村
出
張
所
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
パ
ッ
ト
三
千
二
百
本

ム
東
京
都
千
代
田
区
日
本
民

生
文
化
協
会
、
レ
コ
ー
ド
七

枚

ーいらない犬はこの箱にー「
野犬の横行がめだっています。そこで、市では

不用犬の引取箱をっくり、毎月14日を不用犬引取

日ときめ、いらなくなった犬の引取りを始めてい

ます。

引取箱の設置場所をつぎのとおりきめています

犬は、放っておくと、他人に大変迷惑をかけるよ

うなことになりますので，犬を飼っている方は、

犬がいらなくなったときは放置せず、引取り箱を

ご利用ください。

設置日場所

3月14日
西大村出張所

4月14日
竹松出張所

5月14日
大村市役所

※ .時間は、いずれ

も午前10時から

午後4時まで

ーー…ーー…ーー…ーー…ー_...__..・ーー…ーー…ーー…ーー........

据
置
い
た
土
地
ま
た
は
家
屋

に
つ
い
て
は
、
昨
年
中
に
地

目
変
換
家
屋
の
新
改
築
ま
た

. 

メ
J 

は
損
壊
な
ど
の
事
情
が
あ
っ

た
場
合
を
除
い
て
は
審
査
の

申
出
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

2 

で、

せ
ん
。


